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第 2 編では上記対象の巾 229 例について，血清 VB12 量を Lact. leichmanii を用いる bioassay で，
VB12 吸収能は Schilling法で検べ，VB12 摂取量は佐橋の食品成分表で調査推定した。血清鉄量は Balkan
法で測定したD そして血清 VB12 量，血清鉄量の低下しているものに夫々 VB12 或いは鉄剤を投与しそ
れらの血液像に及ぼす影響を検ベた。
第 3 編では生後 7 ヶ月の白色雄性家兎計66羽に 2 年聞にわたってラノリン飼育を行ない，動脈硬化
家兎における血液像の変化と共に， Cr51 法で赤血球寿命 ， Fe59 を用いて Ferrokinetics を検べた。そ
して一定の間隔毎に造血組織について病理組織学的検索を行なった。
(実験成績〕






( 2 ) 白血球系は動脈硬化群では白血球数は減少し，これと赤血球数との聞に有意の相関関係があ
る。そして好巾球の百分率並びに核指数は上昇し， リンパ球百分率は低下する。















( 7 ) 以上のように臨床的に老年性貧血は動脈硬化と関係があると考えられるので，実験的動脈硬
化症における血液像について検べた。
ラノリン飼育家兎では貧血が現われる。その発現過程を 3 期に分けた口第 1 期は飼育開始後半年迄
の時期で溶血克進がみられ，軽度の貧血，赤血球寿命の短縮，骨髄過形成及び肝， H~，臓にへモジデリ
ン沈着を認める。第 2 期は半年から 1 年半の時期で貧血は更に著明となり，色素指数の上昇，赤血球
直径に変化はないが，平均赤血球容積及び厚径の増大，偽好酸球百分率及び、核指数の上昇， リンパ球
百分率の減少，栓球数の減少等がみられる。骨髄では脂肪組織が増大し，造血組織の低形成と過形成
が混在するつこの時期には骨髄内小動脈に硬化所見を認める。第 3 期は l 年半から 2 年の時期で骨髄
は全般的に低形成となり， Ferrokinetic3 からみても造血能の低下が明らかとなる。以上 3 期の中，第
2 期の血液像は老年性貧血に類似している点が多い。
〔総括〕
( 1 ) 老年性貧血は存在する。その程度は軽く，特徴は高色性大球性で，赤血球直径に変化なく，
厚径が増大することである。白血球系にも一定傾向の変化を認めた。
( 2 ) 老年性貧血の発現に動脈硬化は関係があるが，血清 VB山鉄量の低下傾向はこれには干与し
ていない。
( 3 ) 向老期以後の健康者の血液像を正常値と準正常値の二つに分け，夫々の域値を定めたD
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(4) ラノリン飼育による家兎動脈硬化症では貧血が起る。この貧血は溶血の冗進する第 1 期と，











果ラノリン飼育家兎には貧血がみられること，乙の貧血は溶血冗進を主とする第 I 期と，第 3 期への
移行を示す第 2 期と骨髄低形成を示す第 3 期の 3 時期に分類される乙とを明らかにした。乙の第 2 期
以後の変化はこれ迄に報告されたことのないものである。又乙の第 2 期は人の老年性貧血によく似て
いることを認めた。乙のことは事故死以外に書IJ検の機会の得られ難い老年性貧血の研究に一つの有力
な手がかりとなると思われる。
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